
アートとデザインを効果的に
活用した病院環境の改善講習
～基礎編～

Ex��n�i�� 
　Pro�r��

講座のご案内

趣旨

１日目

2 日目

3 日目

開催日程

開催場所 筑波大学東京キャンパス講義室  1F - 122 講義室（11/29、12/13）
筑波大学附属病院、筑波メディカルセンター病院  （12/6 ( 茨城県つくば市） ）

受講対象者 医療機関、福祉施設の職員など
受 講 人 数 ：  30 名　　
受 講 費 用 ：２１,０００円（税込）　
修了証発行：３日間で３分の 2 以上のプログラムに参加した受講者には、筑波大学発行の受講修了証が授与されます

お申込み締切

まで

2017.
10.31火

講義 ワーク
ショップ

筑波大学エクステンションプログラム

本学は国立大学としては日本で唯一の芸術と医学双方の教育研究組織があります。こう
した特性を生かし、過去１０年以上にわたり、アートを活用した病院環境の快適化に関
する研究を行ってきました。これまでの実践から、生きる力を引き出すアートのあり方
や、病院環境を見直す学びの枠組みとしてのアートの役割が明らかになってきました。
この講座は、アート活動による環境改善について事例を学び体験できる基礎編の講座で
す。

筑波大学が取り組む病院のアートとデザイン

11/29

（水）

12/6

（水）

12/13

（水）

レクチャー　　 （60 分）：アートデザインを活用した病院環境の改善方法　その 1
ワークショップ（60 分）：院内の場所別に環境の課題やコンセプトを探る　
発表　　　　    （30 分）：各チームによる発表
まとめ             （30 分）：講評

レクチャー　　 （60 分）：アート・デザインを活用した病院環境の改善方法　その 2
ワークショップ（60 分）：院内の場所別に改善のアイディア出しを行う
発表　　　　    （30 分）：各チームによる発表
まとめ             （30 分）：講評

ツアー（150 分）：
アート活動を実施した現場を見学し、そのプロセスや効果について説明します
ディスカッション＋まとめ（30 分）

お申し込み
お問い合せ

筑波大学エクステンションプログラム　[ アートとデザイン病院環境の改善講座 ]

Tel:029-859-1648
http://extension.sec.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　
高細精医療イノベーション棟 1F

お申し込みは HP にて

（受付時間：月～金 9：30 ～ 17：00）

病院環境のアートデザインって何だろう

開催時間：毎回 14：00 ～ 17：00

事例見学ツアー ( 筑波大学附属病院・筑波メディカルセンター病院・・茨城県つくば市 )

病院環境を改善するための「妄想ワークショップ」

※交通費などは実費でお願い致します。

院内スペースを
改善したい方必見

筑波大学　芸術系
名誉教授　齊藤泰嘉　

筑波大学　芸術系
博士特別研究員
NPO 法人チア・アート代表
岩田　祐佳梨

（関心のある方はどなたでも参加できます。
 応募者多数の場合は医療機関、福祉施設職員を優先）

受講
受付中

私達が講師です

11.12（日）



お申し込み
お問い合せ

筑波大学 エクステンションプログラム　　

Tel:029-859-1648（受付時間：月～金　9：30～ 17：00）

http://extension.sec.tsukuba.ac.jp
ext_pro16@un.tsukuba.ac.jp

〒305-8550 茨城県つくば市春日 1-2　高細精医療イノベーション棟 1F

お問い合せはこちらから

筑波大学エクステンションプログラム事務局

お申し込み方法

お申し込みは HP にて

WEB サイトより　 講座を選択 お支払いはカード決済

http://extension.sec.tsukuba.ac.jp

WEB サイトにアクセス
し、お申し込みフォーム
よりお申し込み下さい。

希望の講座ページより
お申し込み下さい。

※受講可否については後日事務局より連絡いたします。

お手持ちのカードで
簡単に決済できます。

ペイジ－も使えます。

　このエクステンションプログラムは、こうした社会貢

献の 1 つの形として、本学の高度で先駆的な研究・教育

分野から得られた成果をいち早く社会に還元し、皆様に

見える形でお届けすることを目的としています。他に例

を見ない学際的な融合により、火花を散らしながら生み

出された最先端の学問をそれを

基盤とした社会還元を目的とし

たプログラムを通じて、直接感

じていただければ幸いです。

筑波大学が取り組む病院のアートとデザイン

　筑波大学芸術系が取り組む病院のアート・デザイン
活動は、既存空間の利用調査や職員とのワークショッ
プによって様々な方向から課題や改善案を考えて取り
組むものです。例えば、筑波メディカルセンター病院
の家族控え室は、用途を見直して空間をデザインし、
落ち着いて過ごすことが出来る多目的空間「つつまれ
サロン」として生まれ変わりました。現在は、面会、
リハビリテーション、ピアサポートの場として利用さ
れています。
　こうした取り組みは患者さんや家族に質の高い療養
環境を提供するだけでなく、環境改善やホスピタリ
ティの向上に向けた病院職員の意識へ働きかけていま
す。　つつまれサロン（改修後）

家族控え室（改修前） ワークショップの様子

アクセス
◆丸ノ内線
茗荷谷（みょう
がだに）駅下車
「出 口 1」徒 歩
３分程度

◆2 日目の事例
見学ツアーの集
合場所（茨城県
つくば市）は、
決まり次第ご連
絡します。

会場
筑波大学
東京キャンパス文教校舎




